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■
研
究
十
二
月
往
来
〈
411
〉

　 
　
面
打
「
天
下
一
越
前
」
は
何
者
か
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銕
仙
会
が
所
蔵
す
る
能
面
に
は「
筋
男
」が
三
面
あ

る
。
う
ち
一
面
は
徳
若
作
と
伝
え
る
古
作
で
、
銕
之

丞
家
が
観
世
大
夫
家
か
ら
分
家
し
た
際
に
同
家
か
ら

分
与
さ
れ
た
名
物
面
。
そ
の
他
の
二
面
は
い
ず
れ
も

江
戸
期
の
作
で
、
う
ち
一
面
に
は
出
目
甫
閑
が
そ
の

父
出
目
杢
之
助
の
作
と
極
め
た
朱
漆
書
き
が
あ
る
が
、

も
う
一
面
に
は
面
裏
に
焼
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
補
修
の
布
貼
に
よ
っ
て
焼
印
の
大
部
分
が
隠
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
作
者
不
明
と
さ
れ
て
き
た
面
で

あ
る（
写
真
１
）。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
作
者
不
明
の
筋
男
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
実
は
筋
男
面
の
焼
印
は
全
て
が
布
貼

の
下
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
左
端
部
分
が

僅
か
に
顔
を
覗
か
せ
て
い
る（
写
真
２
）。
そ
こ
に
は

二
字
程
度
の
文
字
の
断
片
が
確
認
で
き
、
作
者
特
定

の
有
力
な
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ

れ
を
江
戸
期
の
面
打
の
焼
印
と
逐
一
照
合
し
た
と
こ

ろ
、「
天
下
一
越
前
」の
焼
印
の
字
体
と
完
全
に
一
致

す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
写
真
３
は
高
知
城
歴
史

博
物
館
蔵
の
万
媚
に
捺
さ
れ
て
い
る「
天
下
一
越
前
」

の
焼
印
だ
が
、
両
者
が
同
一
の
印
で
あ
る
の
は
一
目

瞭
然
と
言
え
よ
う
。
筋
男
面
の
作
者
は「
天
下
一
越

前
」と
確
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の「
天
下
一
越
前
」が
い
か
な

る
面
打
で
あ
る
の
か
、
現
在
の
研
究
で
は
何
一
つ
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。「
天
下
一
越
前
」

印
の
面
は
そ
も
そ
も
現
存
作
例
が
少
な
く
、
現
在
知

ら
れ
て
い
る
の
は
、
今
回
新
た
に
追
加
さ
れ
た
銕
仙

会
蔵
の
筋
男
の
ほ
か
、
高
知
城
歴
史
博
物
館
蔵
の
万

媚
・
平
太
、
福
岡
市
博
物
館
蔵
の
釣
眼
、
春
日
大
社

蔵
の
舞
楽
面
陵
王
・
二
ノ
舞
・
採
桑
老
・
還
城
楽
と
、

十
指
に
も
満
た
な
い
。
過
去
に
は
、
出
目
是
閑
や
児

玉
近
江
と「
天
下
一
越
前
」と
の
関
係
を
説
く
説
も
あ

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
決
め
手
を
欠
い
て
お
り
、「
天

下
一
越
前
」の
素
姓
は
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
。
筆
者
も
以
前
、「
天
下
一
越
前
」印
が「
出
目
友

閑
の
後
継
者
で
、「
面
打
タ
ズ
」と『
仮
面
譜
』に
見
え

る
出
目
助
左
衛
門
の
印
」で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て

み
た
こ
と
が
あ
っ
た（
拙
稿「
土
佐
山
内
家
の
能
狂
言

面
と
山
内
容
堂
」『
土
佐
山
内
家
の
能
楽
』〔
二
〇
一
八

年
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
〕）。「
天
下
一
越
前
」の

焼
印
の
形
態
・
書
体
が
大
野
出
目
家
の
是
閑
・
友
閑

の
そ
れ
と
類
似
す
る
こ
と
、
桃
山
・
江
戸
初
期
ま
で

時
代
が
上
が
る
作
と
は
考
え
難
く
、
友
閑
の
次
世
代

あ
た
り
の
作
と
見
る
の
が
妥
当
と
判
断
し
た
か
ら
で

写真（１）

写真（３）
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あ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
て
確
た
る
証
拠
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
面
の
作
風
に
基
づ
く
主
観
に
よ
る
と

こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
意
外
な
と
こ
ろ
で
、「
天
下
一
越
前
」の

正
体
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
資
料
に

出
く
わ
し
た
。
長
崎
県
対
馬
市
厳
原
町
の
八
幡
宮
神

社
に
は
、
か
つ
て
府
中
藩（
対
馬
藩
）主
催
の
神
事
能

に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
能
・
狂
言
面
が
い
く
つ
か
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
同
社
の
宝
物
館
で
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
私
が
訪
れ
た
時
に
展
示
さ
れ
て
い
た
の
は
、

野
干
・
鷹
・
大
癋
見
・
不
動
な
ど
の
能
面
、
武
悪
・

祖
父
・
登
鬚
・
猿
な
ど
の
狂
言
面
、
そ
の
他
、
陵
王

や
鼻
高
面
を
含
め
、
計
十
六
面
で
あ
っ
た
。
能
・
狂

言
面
の
多
く
は
中
央
の
作
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ
整
っ
た

様
式
を
見
せ
て
お
り
、
中
に
は
喜
多
家
本
面
の
写
し

の
系
統
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
高
い
水
準
を

保
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
目

を
引
い
た
の
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に「
波
多
野
越
前
」

の
作
と
記
さ
れ
て
い
る
大
癋
見
面
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
観
世
家
本
面
の
大
癋
見
に
代
表
さ
れ
る
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
型
の
面
で
、
彫
刻
も
彩
色
も
、
専
門
家
の

手
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
優
れ
た
作
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
作
者「
波
多
野
越
前
」の
名
を
、
こ
れ
ま
で
全
く

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（
作
者
名
が

印
記
に
よ
る
も
の
か
、
銘
記
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
）。

　
果
た
し
て
、
波
多
野
は
府
中
藩
に
仕
え
て
細
工
御

用
を
勤
め
る
面
打
の
家
系
で
あ
っ
た
。
長
崎
県
対
馬

歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
府
中
藩
宗
家
の
古
文
書
が

大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
御
徒
身
分
の

家
中
の
由
緒
書
を
収
め
た『
御
徒
』に
、
波
多
野
家
の

由
緒
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
る
と
、
同
家
の

初
代
は
重
右
衛
門
と
い
い
、
寛
文
二
年（
一
六
六
二
）

六
月
、「
御
細
工
之
用
ニ

三
人
扶
持
三
石
ニ

而
御
抱
」

と
な
っ
た
。
寛
文
十
年
に
は
息
子
の
新
平
も
出
仕
す

る
よ
う
に
な
り
、
天
和
二
年（
一
六
八
二
）、
清
右
衛

門
と
改
名
、
翌
天
和
三
年
に
父
の
家
督
を
相
続
し

て
い
る
。
父
重
右
衛
門
は
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）の

没
、
清
右
衛
門
は
元
禄
元
年（
一
六
八
八
）の
没
と
い

う
。
宗
家
文
書『
家
業
人 

一
番
』に
は
、
初
代
重
右

衛
門
に
つ
き「
面
打
其
外
諸
細
工
人
」と
の
注
記
が
あ

り
、
ま
た
、
府
中
藩
に
は「
清
右
衛
門
作
」の
能
面
が

多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た（
後
述
）。
す
な
わ
ち
、
波
多

野
家
が
少
な
く
と
も
二
代
に
わ
た
っ
て
府
中
藩
御
抱

え
の
細
工
人
と
し
て
能
面
を
打
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
二
代
の
う
ち
の
何
れ
か
が

「
波
多
野
越
前
」を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ

れ
る
の
で
あ
る（
な
お
波
多
野
家
と
い
え
ば
越
前
国

に
所
領
を
持
ち
、
永
平
寺
の
建
立
に
も
関
わ
っ
た
越

前
波
多
野
氏
が
想
起
さ
れ
る
）。

　
し
か
し
、
こ
の
波
多
野
越
前
を「
天
下
一
越
前
」と

結
び
つ
け
る
に
は
、
な
お
多
く
の
傍
証
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
宗
家
文
書『
国

表
毎
日
記
』天
和
三
年
十
二
月
一
日
条
の
記
事
で
あ

る
。
同
日
条
に
は
波
多
野
重
右
衛
門
が
老
年
の
た
め

家
督
を
息
子
に
相
続
し
た
い
旨
の
願
書
が
記
さ
れ
る

が
、
そ
こ
に「
先
年
舞
楽
之
面
打
上
申
候
様
ニ

被
仰

上
、
京
都
江

被
差
登
、
永
々
逗
留
」と
あ
り
、
彼
が
貴

命
に
よ
っ
て
京
都
に
上
り
、
舞
楽
の
面
を
打
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
奈
良
の
春
日
大
社

に「
天
下
一
越
前
」印
の
舞
楽
面
が
あ
る
こ
と
は
先
述

の
通
り
だ
が
、
そ
の
面
箱
に
は「
寛
文
九
己
酉
十
月

九
日
、
禁
裏

　
御
寄
進
」と
墨
書
が
あ
っ
て（『
春
日

大
社
の
舞
楽
面
』〔
一
九
八
二
年
、
春
日
大
社
宝
物

殿
〕）、
寛
文
九
年
禁
裏
よ
り
の
寄
進
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
そ
し
て
、
波
多
野
重
右
衛
門
も
ま
た
ほ
ぼ

同
時
期
、
京
都
に
長
期
滞
在
し
て
舞
楽
面
を
制
作
し

て
い
た
の
で
あ
る（
天
下
一
越
前
の
受
領
号
も
禁
裏

発
注
の
舞
楽
面
制
作
の
功
に
よ
る
も
の
か
）。

　
も
う
一
つ
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
府
中
藩

の
能
道
具
を
記
録
し
た
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）八
月

改『
御
能
衣
装
帳
』（
宗
家
文
書
）で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

当
時
府
中
藩
が
所
持
し
て
い
た
八
十
二
面
の
能
面
の

目
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち「
作
不
知
」

の
三
十
二
面
を
除
く
と
、
一
番
多
い
の
が
友
閑
作
の

十
四
面
で
、
他
の
世
襲
面
打
は
、
井
関
河
内
作
の
二

面
、
出
目
杢
之
助
作
の
一
面
が
挙
が
っ
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
府
中
藩
が
い
か
に
出
目
友
閑
と
深
い
繋
が

り
を
持
っ
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る
。
友
閑
作
に
次
い

で
多
い
の
が「
清
右
衛
門
」作
の
六
面
、
他
に
は「
御

国
塗
師
源
兵
衛
」作
の
三
面
、「
越
前
」作
と「
孫
次
郎
」

作
が
各
一
面
と
い
う
内
訳
で
、
そ
の
多
く
が
府
中
藩

の
細
工
人
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

右
の「
清
右
衛
門
」が
波
多
野
重
右
衛
門
の
子
清
右
衛

門
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
問
題

は「
越
前
」で
、
こ
れ
が「
天
下
一
越
前
」す
な
わ
ち「
波

多
野
越
前
」な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
波
多
野
清

右
衛
門
と「
越
前
」が
別
人
と
す
れ
ば
、
そ
の
父
の
重

右
衛
門
が「
越
前
」を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
想
定

さ
れ
る
。
僅
か
一
面
だ
け
と
残
存
数
が
少
な
い
の
は

気
に
な
る
が
、
藩
の
能
道
具
は
江
戸
と
国
元
で
別
々

に
保
管
さ
れ
、
藩
主
の
御
側
用
と
そ
れ
以
外
の
御
次

用
と
が
別
置
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
か
ら
、
府
中

藩
の
能
道
具
が
他
に
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に「
天
下
一

越
前
」印
の
面
が
さ
ら
に
多
く
あ
っ
た
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
を
総
合
す
れ
ば
、「
天
下
一
越
前
」の
焼
印
を
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用
い
た
の
は
、
府
中
藩
御
抱
え
の
細
工
人
、
波
多
野

重
右
衛
門
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
彼
が
府
中
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
は
寛

文
二
年
。
そ
れ
は
出
目
友
閑
が
亡
く
な
っ
た
承
応
元

年（
一
六
五
二
）の
十
年
も
後
の
こ
と
で
あ
り
、
重
右

衛
門
と
友
閑
と
の
間
に
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
か
は
不

明
で
あ
る
。
重
右
衛
門
の
府
中
藩
召
し
出
し
を
伝
え

る『
国
表
毎
日
記
』寛
文
二
年
十
一
月
十
一
日
条
の
記

事
は
、
重
右
衛
門
に
つ
き「
奈
良
寿
法
院
弟
子
」と
記

し
て
い
る
。
彼
は
面
だ
け
で
な
く
、
鞍
や
弓
矢
な
ど

多
様
な
細
工
物
を
手
掛
け
た
か
ら
、
寿
法
院
が
必
ず

し
も
面
打
の
師
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
年
代

的
に
見
て
も
、
重
右
衛
門
が
友
閑
の
直
弟
子
で
あ
っ

た
可
能
性
は
か
な
り
低
い
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
あ

る
い
は
、
友
閑
没
後
、
次
代
の
出
目
助
左
衛
門
が
面

を
打
た
ず
、
家
業
の
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
状
況

を
受
け
て
、
友
閑
と
関
係
の
深
か
っ
た
府
中
藩
が
波

多
野
重
右
衛
門
を
大
野
出
目
家
の
後
継
者
と
す
べ
く

取
り
立
て
た
、
と
い
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
天
下
一
越
前
」印
の
書
体

を
除
け
ば
、
そ
の
作
風
に
あ
ま
り
友
閑
と
の
顕
著
な

共
通
性
が
感
じ
取
れ
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
が

あ
っ
た
た
め
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
結
果
的
に
波
多
野
重
右
衛
門
に
よ
る
大
野
出
目
家

再
興
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
彼
は
間
違
い
な
く
府
中

藩
の
能
に
大
き
な
功
績
を
遺
し
た
重
要
人
物
で
あ
っ

た
。
寛
文
以
後
、
折
々
に
自
作
の
能
面
を
藩
主
に
進
上

し
て
い
る
記
事
が『
国
表
毎
日
記
』に
見
え
る
ほ
か
、
息

子
と
は
別
に
藤
川
茂
兵
衛
と
い
う
弟
子
を
育
て
る
な
ど
、

後
進
の
指
導
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）に
は「
世
忰
儀
其
職
ニ

仕
度
候
得
共
、
殊
外

細
工
不
得
手
ニ

御
座
候
」と
し
て
、
そ
の
藤
川
茂
兵
衛

の
藩
士
取
り
立
て
を
願
い
出
て
、
こ
れ
を
許
さ
れ
て
い

る
が
、
彼
の
息
子
も
ま
た
精
力
的
に
面
打
御
用
を
勤
め

た
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
波
多
野
重
右
衛
門
が
面
打

以
外
の
分
野
で
も
、
目
立
っ
た
活
躍
を
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
府
中
藩
は
将
軍
家
や
数
寄
大
名
の
求
め

に
応
じ
る
た
め
、
朝
鮮
か
ら
陶
土
の
支
給
と
陶
工
の

派
遣
を
受
け
て
、
釜
山
窯
と
呼
ば
れ
る
御
用
窯
を
釜

山
の
地
に
設
け
た
が
、
波
多
野
は
寛
文
三
年
以
降
、

し
ば
し
ば
朝
鮮
に
渡
海
し
て
、
釜
山
窯
で
の
茶
碗
制

作
に
も
深
く
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
泉
澄
一
氏

『
釜
山
窯
の
史
的
研
究
』（
一
九
八
六
年
、
関
西
大
学

東
西
学
術
研
究
所
）が
そ
の
釜
山
窯
に
関
す
る
総
合
的

な
研
究
で
、
波
多
野
の
事
績
に
つ
い
て
も
重
要
な
指

摘
を
行
っ
て
い
る
。
先
に
言
及
し
た
波
多
野
に
関
す

る 

『
国
表
毎
日
記
』の
記
事
も
、
全
て
泉
氏
の
引
用
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
お
断
り
し
て
お
く
。

　
な
お
、「
天
下
一
越
前
」印
の
筋
男
が
、
ど
の
よ
う

な
伝
来
の
面
で
、
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
銕
仙

会
の
所
蔵
に
な
っ
た
の
か
は
、
残
念
な
が
ら
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
銕
仙
会
に
は
他
に
も
府
中
藩
関
係

の
面
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
面
裏
に「
子
有
通
」と
朱

漆
銘
の
あ
る
小
面
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
面
は
寛
永

三
年（
一
六
二
六
）十
二
月
、
喜
多
七
大
夫
が
夢
想
に

よ
っ
て「
子
有
通
」と
命
名
し
た
と
い
う
由
緒
あ
る
面

だ
が
、
先
述
の
文
化
七
年『
御
能
衣
装
帳
』に「
小
面

弐
面（
中
略
）
内
壱
面
子
有
通
ト

有
之
」
と
見
え
る
の

が
、
こ
の
面
の
こ
と
と
思
し
い
。
と
す
れ
ば
、
筋
男

も
同
時
期
に
同
所
か
ら
入
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

は
し
ま
い
か
。
府
中
藩
に
お
け
る
波
多
野
の
事
績
と

と
も
に
、
今
後
さ
ら
に
追
及
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
教
授
）


